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副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

子どもが健やかに成長できるよう、親が子どもの成長発達について理解し、不安なく楽しく

子育てができるようにする。

内容

（手段）

◆24年度実施内容

・健康教育

　乳幼児健診時の健康教育にて子どもの体と心の成長、むし歯予防の話を実施。

　幼稚園・保育園・学校等と連携し親や子を対象に健康教育を実施。

・育児相談等

　育児相談を全児童館で実施。

　支援が必要な家庭や親子を対象に、保健師、助産師等が家庭訪問や面接、相談を実施。

　子の発達や育児に関して支援が必要な親子を対象に事後教室（なかよし・おひさま教室）

を実施。

　保健師が関係機関（子育て支援課や児童相談所等）と連携し、継続的に親子を中心とした

家族支援を実施。

・母子保健推進協議会

　母子保健推進協議会において、母子保健に関する問題点や必要な支援等を検討し、実現
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　母子保健推進協議会において、母子保健に関する問題点や必要な支援等を検討し、実現

に向けて推進。

◆24年度直接経費の内訳

　傭人料等（1,571千円）

　報償費（3,689千円）

　その他消耗品費・印刷製本費等（1,738千円）

◆25年度直接経費の内訳

　傭人料等（2,156千円）

　報償費（4,290千円）

　その他消耗品費・印刷製本費等（2,145千円）
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家庭訪問数

48

H25

事業の

達成状況

活動目標である虫歯予防教育は、目標どおり実施することができた。家庭訪問数につ

いても、623件実施した。

成果指標である3歳児健診のう歯のない人の割合は、86％と目標を下回った。
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な支援に結び付けてつけていけるよう、アセスメント方法等を専門職間で統一してい

く。
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一次評価のとおり。

家庭訪問や保健指導などは、公的な機関以外どこも実施しておらず、もし事業を縮

小・廃止した場合、実施する主体がなくなり、市民がサービスを受けることができなく

なる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響
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適切な支援に結びついているか、アセスメント方法が適切であるか前年度の取り組み

を検証しながら見直し検討していく。
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の改善案

今後も健康教育等の内容を充実し、質の高い支援を実施していく。また、家庭訪問等

の継続的支援において、支援を必要としている方を適切に把握し、適切な支援に結び

付けていけるよう、アセスメント項目等を専門職間で統一していく。また、関係機関と

の連携を図り支援体制の充実を図っていく。
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施施施施
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果果果果

く。

事業を目標どおり達成することができ、育児支援について、一定の成果を挙げてお

り、引き続き事業を実施することにより継続的に効果を発揮するため。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


